
１．件名：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究所軽水臨界

実験装置（ＴＣＡ）施設の廃止措置計画に係る行政相談 

 

２．日時：令和４年１１月２９日（火）１８時４０分～１８時４３分 

 

３．場所：原子力規制庁１０階南会議室（ＴＶ会議により実施） 

 

４．出席者： 

原子力規制庁  

原子力規制部 審査グループ 研究炉等審査部門 

金子安全規制調整官、立元管理官補佐、加藤上席安全審査官、 

井上安全審査専門職 

 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 臨界ホット試験部 

臨界技術第２課 臨界技術第２課長 他２名 

安全・核セキュリティ統括本部 安全管理部 

施設保安管理課 主査 他１名 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

６．配布資料 

なし 

 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:02 はい、すいません規制庁、井上でございます。 

0:00:05 本日はですねＪ－ＴＣＡの方からですねお話したいことがあるというと

ころで面談を設定させていただいております。 

0:00:16 ただお話ＴＣＡ側の方から 

0:00:23 ございますでしょうか。お話をお願いいたします。 

0:00:28 はい。原子力機構、ピー・シー・エーの小島でございます。 

0:00:32 本日はですね今までですね、ＴＣＡの廃止措置計画に係る行政相談を今

と 8 月からさせていただいておりますが、 

0:00:44 先日公表されたＳＴＡＣＹの新しい航海スケジュールが変更になりまし

たので、ＴＣＡの廃止、それに伴いましてＴＣＡの廃止措置計画の方

も、 

0:00:58 見直しが、工程の見直しが必要になりました。ですので今までちょっと

相談内容を一度取り下げたいと考えております。以上です。 

0:01:29 松江社長イノウエでございます。本件取り下げということを東海林いた

しました。間瀬志賀の方の工程が変わったというところでＴＣＡの廃止

措置計画も、 

0:01:41 は変わるというところでございますけども、ＴＣＡの廃止措置ですか。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:01:49 で、今後、ＴＣＡ側の方の会措置計画の項で、こちらの検討が進んだら

また再度本行政相談をする。 

0:02:01 そんなような認識でよろしいでしょうか。 

0:02:06 原子力機構、ピー・シー・エーの小島です。はい、おっしゃる通りＳＴ

ＡＣＹの新しい航海スケジュールのに沿って、もう一度ＴＣＡの工程表

を見直しましてそれの資料が整いましたら、 

0:02:18 もう一度行政相談させていただきたいと思っております。以上です。 

0:02:22 はい。規制庁遠藤でございます。はい、本件、承知いたしました。 

0:02:27 はい。それでは、本日の面談終了したいと思います。 

0:02:33 本日はありがとうございました。 

 


